
＜使用道具＞
かぎ針　2/0号
カットワークはさみ115
布補修ボンド＜シリコンヘッド＞
水性チャコペン
アイロン
定規
ラウンドペンチ

＜作り方＞
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＜材料＞
布パネフレームセット＜30×40＞
生地　40×50cm
片耳スカラップレース（約10cm幅）　ホワイト
　　　　　　　　　　　　　　　　　55cm
レース糸（＃20）　黄色　約6g
　　　　　　　　水色　約2g
アーティスティックワイヤー（＃18）　約30cm

①生地を布パネに張ります。

※布パネの使い方（生地の張り方）は商品付属の説明書をご覧ください。

②襟を作ります。
　下の図のように、両端と上部分を三つ折りにしてボンドで貼ります。
　①で生地を張った布パネに右下の図のようにボンドで貼り付けます。

③レース糸でボタンを編みます。
　・ボタン（小）水色：3個
　・ボタン（大）黄色：4個
　ボタン（小）は編み図の3段目まで編んで糸始末をします。
　ボタン（大）は4段目まで編んで糸始末をします。
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④「Smile」の文字を作ります。
　まずワイヤーの端をラウンドペンチで丸めます。
　丸める部分はかぎ針2/0号の頭が入る大きさ（直径約4～5mm）にします。
　下の写真のように、ワイヤーを丸めた部分にかぎ針を入れて、レース糸（黄色）で細編みを編んでワイヤーをくるんでいきます。

⑤ワイヤーをレース糸で編みくるみながら、実物大図案に合わせて曲げて、徐々に「Smile」の形を作っていきます。
　5cm程度編み進めては図案に合わせて形を作るという作業を繰り返します。

⑥「Smile」の「e」まで来たら、ワイヤーを必要分残してカットし、先を丸めます。
　編み終わりは、編み始めのときのように丸めた部分に細編みを2～3目編んで糸始末をします。

…

丸めた部分には細編みを2～3目編み、続けて細編みでワイヤーを編みくるんでいきます。
「Smile」の形を作ったときにワイヤーが見えないように、目数は調整してください。
見本では細編みを約220目編んでいます。

編み始め

⑦③で編んだボタンと、⑦で作ったSmileをボンドで貼って完成です。
　ボタンは1.5cm間隔で貼ります。
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＜実物大図案＞
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ワイヤーの丸めた部分に
かぎ針を入れて編み始める

細編みでワイヤーをくるんでいく
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